
町教育委員会では、平成２６年度から川根留学制度を始め、平成２８年度から本格的

に川根高校魅力化事業を開始しました。今回は、そんな川根高校魅力化事業の柱となる 3

事業を紹介します。 

【そもそも川根高校魅力化事業って何？？】 

文字通り、「川根高校」の「魅力」を「作る」事業です。具体的には、寄宿舎（寮）の

運営、川根本町公営塾の運営、川根高校における地生学（夢ぷろ）などの事業です。詳

細は、下記で紹介しますが、川根高校と同じように全国から生徒を募集している高校が

多くあります。静岡県内外から川根高校を選び、入学してもらえるように川根本町の地

域性などを生かした事業に取り組んでいます。 

【１つ目の柱～寄宿舎（寮）の運営～】 

 １つ目の柱は、「寄宿舎（寮）の運営」です。町外から川根高校に入学する川根留学生

のために、町内には３施設の寄宿舎（寮）があります。徳山地区に「若者交流センター

奥流」と「南麓寮」、崎平地区に「川根高校男子寮よすが苑」です。（各施設の詳細は、

別回で説明します。） 

 若者交流センター奥流（徳山） 

川根高校から徒歩１０分ほどの距離にある寄宿舎です。平成２８年３月に完成しまし

た。定員は、男子１７名、女子１８名の合計３５名です。女子生徒は、この寄宿舎（寮）

のみに入寮しています。 

南麓寮（徳山） 

 川根高校のほぼ正面にある寄宿舎（男子寮）です。（高校から徒歩数秒の距離です。）

平成２７年に元町営診療所及び医師住宅を改修し東棟の運営を開始、平成２９年３月に

西棟を増築しました。定員は、東棟・西棟の２棟合計で男子１７名です。 

 川根高校男子寮よすが苑（崎平） 

 川根高校から自転車で約２０分の崎平地区にある寄宿舎（男子寮）です。民間企業の

寮だったものを町が賃貸借して平成３０年４月から運営を開始しました。定員は、男子

２１名です。現在の寄宿舎（寮）生徒は、野球部員です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【２つ目の柱～公営塾の運営～】 

 ２つ目の柱は、「公営塾の運営」です。平成３０年５月から「若者交流センター奥流」

の２階を会場に運営を開始しました。町内に住所を有する中学３年生及び高校生、川根

中学（中高一貫教育校）の３年生、川根高校生を対象に民間企業のプロ講師が指導に当

たっています。現在、１０６名の生徒登録があります。中学１・２年生にも、春・夏・

冬休みを利用した無料講習会を実施しています。１コマ１２０分を月８回利用でき、月

額３,０００円です。受験対策はもちろん、英語検定、漢字検定、小論文対策、学校のテ
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スト対策などが可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【３つ目の柱～川根高校における「夢ぷろ」～】 

３つ目の柱は、川根高校における「川根の郷『夢』プロジェクト」（夢ぷろ）事業です。

この事業は、川根高校が授業の一環として取り組んでいます。「川根愛を育み、自らの未

来を拓く」ことを目的としています。１年生は、川根本町のお茶に関すること、２年生

は、南アルプスユネスコエコパークに関すること、３年生は、「地生学」と称して地域の

伝統文化や民話、地域福祉を知り、その地域課題の解決を探るという内容になっていま

す。川根留学生にとっては、川根本町を知る良い機会となっており、川根本町内の生徒

も、改めて地元の良さを学ぶ内容になっています。 

【その他の柱～大学連携事業・海外研修～】 

その他にも、魅力化事業を実施していま  

す。静岡県内の大学と連携し、川根高校 PR 

動画を大学生と川根高校生が協働で作成し 

ています。また、７月に行われる「中高生 

カナダ海外研修」や８月に行われる「イン 

ドサマーキャンプ」があります。 

 

※今回は、３つ柱の概要を説明いたしました。別回で、各事業の詳細を説明いたします！！ 

【１２月・１月の主な活動】 

① 川根留学生が防災訓練に参加しました。 

12 月１日の地区の防災訓練に川根留学生が参加しました。土のう作りや簡易コンロ作

りなどの訓練へ積極的に参加していました。地区の方からも「高校生の若い力は、とて

も頼りなる。」と声がありました。今後も継続して訓練へ参加していきたいと思います。 

② 川根講演会を実施しました。 

１月 20 日（月）川根高校で「方向音痴は克服できる？ナビゲーションスポーツの魅力」

というテーマで講演会が実施されました。講師の o-support 代表の小泉成行氏からナビ

ゲーションスポーツの内容や魅力、地図の読み方などの説明がありました。なかなか馴

染みのないポーツでしたが、どの生徒も熱心に講演を聞いていました。 

【作 成】 

川根本町教育委員会教育総務課 

TEL：0547-58-2555 

FAX：0547-59-4025 

第３回目は、「川根留学制度」を紹介予定です。 

令和２年３月更新予定です。 

（公営塾の様子） （公営塾の様子） 

（中高生カナダ研修の様子） 


